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リチウムイオン二次電池は、高エネルギー密度、高出力電圧、メモリー効果がないなど

の特長があるが、有機電解液を使用しているため発火等の危険性がある。安全性向上のた

めに注目されているのが全固体リチウムイオン二次電池である。 

全固体リチウムイオン二次電池は可燃性の有機電解液の代わりに不燃性の固体電解質を

用いた安全性の高い電池である。また電解液を保持するための容器が不要なため直接積層

でき、小型化、高出力化を可能とする。 

しかし実用化には様々な課外を抱えており、そのひとつが固体電解質と電極活物質間の

接合である。電解液と活物質粒子とでは二次元的な接合が形成されイオン移動経路が確保

されるが、固体電解質と活物質粒子では良好な界面形成が困難でありイオン移動が制限さ

れることが考えられる。 

この問題解明ため、我々はひずみイメージングを全固体リチウムイオン二次電池の計測

に応用した。ひずみイメージングとは、走査型プローブ顕微鏡(SPM)の持つ優れた空間分解

能を試料が発生するひずみの検出とイメージングに応用したものである。ひずみイメージ

ングによって充放電による活物質の体積変化を検出・イメージングことでイオンの動きを

捉えることが可能である。 

本研究では負極活物質に Si、正極活物質に LiCoO2、固体電解質として LAGPを用いた

全固体リチウムイオン二次電池を試作した。ひずみイメージングによってリチウムイオン

の動きによる Siの体積変化を捉えることにより、固体電解質と電極活物質の界面の評価を

試みたので報告する。 
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